























































































































































































観 察　対　象 実　習　の　目　標 記　録　方　法
課 静止画 静物画、二人の人 ・ 観察の体験 自由記述法
題
1 物写真 ・ 人を観察することの物を見ることとの違い
・ 人（受講生）によって見方が異なることの体験





課 動画2 落語における動作 ・ 時間見本法を習得する（手の動きのチェック） 時間見本法
題
3 と語り ・ 語りと全体の動きを事象見本法で記録、カテゴリ化 事象見本法
・ 手の動きとストーリーの関係を考察する
課 動画3 4人の1歳児の相互・ 人と人の関係を観察し、カテゴリ化、図示 事象見本法題
4 作用 ・二人の観察記録の一致度を見ることで観察の信頼性に
ついて考察する
課 現場 幼稚園での自由遊 ・ 観察計画立案、予備観察、対象児の選定、撮影、記録、 時間見本法
題
5 び場面での子ども 分析、発表と、一連の観察をグループで自主的に行う 事象見本法
たちの行動 ・ 1回限りの現場の観察の面白さと難しさを体験する






























































































































































①行動の重要な点や変化の時点が記録されている 93．1 95．2 94．3
②記述が粗い（1コマに行動一っ以下のところが3コマ以上）
　ことがない 75．9 80．5 78．6
③無関係な行動や行動の記述が細かすぎて、全体の展開がわか






　ある 93．1 87．8 90．0
⑥行動のみでことばの記述がないところが3コマ以下である 48．3 83．0 68．6
⑦二人の行動がそれぞれのコマに分けられ、混同がない 82．8 95．2 90．0































































①模倣等のカテゴリ分析から二人のやりとりの展開を考察 96．5 87．8 91．4
②全体として二人の関係をおおまかに考察 44．8 73．1 61．4
③遊びの展開を考察 58．7 31．6 42．8

























主観的でなく客観的に見ることが大事ということ 40．0 10．0 22．9
身振りや行動から人の内面や意図に気づくようになった 23．3 22．6 22．9
時間見本法などの観察の手法とポイント 10．0 27．5 20．0
何気なく行動していると思っている行動にも意味があること 10．0 27．5 20．0
発達段階やその人の情報等いろいろなことも考慮して観察すべき 20．0 12．5 15．8
何気なく見るのと注意深く観察するのでは意味が違う 0 17．5 10．0
どんな部分を注目すればよいかの視点が大切なことがわかった 10．0 5．0 7．1
人への理解力が高まった 0 7．6 4．3




子どもの発達にっいて興味が深まった 76．6 72．6 74．3
客観的に観察するということが理解できた 70．0 72．6 71．5
人の行動の細かいところに注目できるようになった 53．2 57．5 55．7
人と人の関係にっいて見ることができるようになった 46．6 60．0 55．6
人の行動の意味の理解が深まった 33．4 67．3 54．2
多面的に人を見ることができるようになった 43．1 44．9 44．4
記録をっけることの意味がわかった 40．0 32．7 35．5
グラフや表を作ることの意味がわかった 33．4 37．5 35．5
心理学での行動観察の意味がわかった 26．8 30．2 28．5

























幼稚園の現場の観察 28．6 36．4 32．9
子どもの観察 5．7 18．2 12．7
落語（手振り） 11．4 9．1 10ユ
行動を多面的にみると人の性格や特徴がわかる、発見がある 8．6 11．4 10．1
子どもは感情が行動にでる、行動でコミュニケーションする 17．1 2．3 8．9
子ども同士のやりとりや力関係 0 13．6 7．6
子どもの行動から発達を捉えられたこと 14．3 2．3 7．6
人が普段何気なくしていることが意味をもっことがわかった 2．9 2．3 2．5
同じものを見ても人によって見方が違うこと 2．9 2．3 2．5
観察を習得するプロセス 2．9 2．3 2．5




行動の解釈、意図の読み取り 11．5 29．3 22．4
見たことをどのようにことばで表現するか 11．5 12．2 11．9
いろいろな角度から見ること、どこに注目してよいか 15．4 4．9 9．0
発達段階を考慮して観察すること 7．7 9．8 9．0
客観的に観察すること 11．5 0 4．5
グラフで表すこと、結果のまとめ方、レポート 26．9 12．2 17．9
時間見本法、カテゴリ化等記録方法 11．5 17．1 14．9








































































































































DVD映像はわかりやすかった 77．0 1．4 2．9
画面の大きさはよかった 90．0 8．6 1．4
操作の仕方は易しかった 85．7 19．2 1．4
パソコンを自分のペースで操作したのはよかった 97．1 1．4 1．4
機械の不具合は．なかった。 27．1 70．0 2．9
パソコンを使った実習はよかった 95．7 2．9 1．4
単一選択。人数に対する％：回答総数70（2年分の合計）．
232
一人ずっ発表したが、その多様さは受講生たち
自身が驚きの声を挙げるほどであった。一枚の
写真について実にたくさん観察できることがあ
る、という経験は、その後の観察の基礎になっ
たのではないだろうか。また二人一組になって
互いの観察記録をっきあわせ、映像と照合しな
がら二人で一っの記録を作るという作業の過程
で、自分の見方をどう修正するかを具体的に検
討できたと思われる。
（2）映像の個人情報保護法との関係
　映像は個人情報保護法にのっとって保護され
ねばならず、扱いには注意が必要である。映像
の選択に当っては、映像の登場人物、特に被観
察者となった人の同意をとるか、あるいは個人
が特定できないということが必要であった。今
回は試行錯誤の後、筆者が10年前に撮影したフィ
ルムのなかから選択した。それは現在この子ど
もたちは成長し当時の映像から現在を特定する
ことは難しいと判断したためである。事実、映
像から被観察者を特定されたことはなかったが、
今後はあらかじめ観察授業のために同意を得ら
れた映像を使うことが望ましいであろう。また
映像の扱いにっいては、個人情報の管理の重要
さが受講生に充分には伝わらず、自由にDVD
を持ち帰れない等の不満が出たことがあった。
個人情報保護の意味の理解を徹底する努力がな
お必要である。
　この授業の次の段階としては、実際場面の観察
技能を習熟する機会を受講生に提供すること、そ
の際、臨床心理学、社会心理学の領域等、より広
い応用ができる形への発展が必要であろう。
　また映像分析という面からみると、ビデオ・ド
キュメンテーション技法の習得に応用可能であろ
う。ビデオ・ドキュメンテーションは、学校等の
教育場面、運動トレーニング、病院や施設などで
の医療、福祉、療育の実践等さまざまな場面で取
り入れられ、使われている。今後は、大学でもさ
まざまな場面でビデオ・ドキュメンテーションに
ついての授業が増加していくであろうが、そのよ
うな機会にも、本研究で示した映像を使ったプロ
グラムの試みは貢献できると考える。
　本研究はそのような最初の試みであり、教材の
内容、プログラム、現場観察との繋がりの点で将
来開発すべきことや考慮すべきことが多くある。
今後の授業のなかで組織的に検討していきたいと
考えている。
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　以上のように、今回試みたプログラムは一定程
度の効果を挙げたと言える。とりわけ、人の行動
を客観的に捉える見方を養ったこと、観察の多様
性を理解することを修得したことは、さまざまな
観察に役立っと思われる。この意味でDVD機能
の備わったパソコンは行動観察法の習得には適切
な機器であり、教育効果の可能性が高いといえよ
う。
